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研究主題

社会貢献の活動を通して人権尊重の精神を

より一層高めるための指導の改善

《抄 録》

本研究では、学校において実践されている社会貢献の活動に焦点をあて、この活動を人

権教育の視点からとらえるとともに、人権教育を効果的に指導するための方策を追究する

ことにした。

「人権尊重の精神の育成」と「社会貢献の精神の育成｣はともに重要な教育課題であり、

それらを関連付けて取り組むことは、学校において大切な教育活動につながるとの認識に

立ち、ボランティア活動等の社会貢献の活動を人権教育として位置付けることが、人権教

育の普及・発展につながるものであると考えた。

そこで、学習指導要領における社会貢献の活動の在り方を踏まえ、道徳、特別活動、総

合的な学習の時間において、社会貢献の活動に関する授業を実践した結果、人権教育を効

果的に指導するための方策を、次のようにとらえた。

１ 「人権教育プログラム」に示されている人権教育の目標から、社会貢献の活動を人権

教育として位置付ける視点を設定する。

２ 指導計画の作成にあたり、具体的な人権教育の視点を設定する。

３ 社会貢献の活動を位置付けた教科等の実施に際して、他教科等との関連を図る。

４ 人権教育の視点による振り返りの活動を効果的に設定する。

これらの方策を踏まえ、道徳、特別活動、総合的な学習の時間に関する授業実践を行っ

た。ここでは、代表的な実践事例としての総合的な学習の時間における高齢者との交流及

びその成果を基にした道徳の時間と特別活動の指導事例を掲載した。
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Ⅰ 研究の背景

近年、人権教育を取り巻く社会の動きはめまぐるしく変化し、学校における人権教育につい

ても適切に推進していくことが求められている。また、東京都教育委員会では、教育目標を達

成するための基本方針１に｢『人権尊重の精神』と『社会貢献の精神』の育成」を掲げ 「人、

権尊重の理念を広く社会に定着させ、あらゆる偏見や差別をなくすため 「 人権教育のため、『

の国連10年』に関する国内行動計画」を踏まえるとともに 『東京都人権施策推進指針』等に、

基づき、人権教育を推進する」ことの必要性を述べている。

各学校では、人権尊重の精神の育成等にかかわる内容を学校の教育目標として教育課程に位

置付けている。しかし、学校における人権教育の現状については、同和問題をはじめ様々な人

権課題についての知的理解にとどまり、児童・生徒に人権感覚が十分身に付いていないなどの

課題があることも指摘されている。

このようなことから、学校においては、人権尊重の精神をより一層高めるために、多様な機

会をとらえ、人権教育を効果的に推進するための指導の方策が求められていると言える。

Ⅱ 研究のねらい

児童・生徒の人権尊重の精神をより一層高めるために、学校において実践されている社会貢

献の活動に焦点をあて、これを人権教育に位置付けた活動として推進するための指導の方策を

提示する。

Ⅲ 研究の内容

学校においては 「人権尊重の精神の育成」と「社会貢献の精神の育成」はともに重要な教、

育課題であり、両者を関連付けて取り組むことが必要である。

本研究では、社会貢献の活動を地域社会において他の人のために行われるすべての活動とと

らえた。例えば、学校における地域清掃活動、高齢者福祉施設等でのボランティア活動等の体

験活動も社会貢献の活動であり、人権教育として位置付けることができると考えた。

資料１ ｢小学校･中学校学習指導要領｣及び｢解説｣における社会貢献の活動(一部掲載）

１ ｢学習指導要領｣及び｢解説｣にお

ける社会貢献の活動の位置付け

｢学習指導要領｣やその｢解説｣に示

されている社会貢献の活動に関連す

る記述は資料１に示すとおりであ

る。

「総則」においては、道徳教育を

進めるに当たって、家庭や地域社会

との連携を図りながら、ボランティ

ア活動等を通して道徳性の育成を図

ることに配慮するよう示されてい

小学校 中学校
(道徳教育を進めるに当たって)

総 則 家庭や地域社会との連携を図りながら、ボランティア活動や自
然体験活動などの豊かな体験を通して児童(生徒)の内面に根ざし
た道徳性の育成が図られるよう配慮しなければならない
(学校行事／勤労生産・ (学級活動／個人及び社会の一員として
奉仕的行事) の在り方、健康や安全に関すること)
勤労の尊さや生産の喜 ボランティア活動の意義の理解

特別活動 びを体得するとともに、 (生徒会活動)
ボランティア活動など社 ボランティア活動を行う
会奉仕の精神を涵養する (学校行事／勤労生産・奉仕的行事)
体験が得られるような活 ボランティア活動など社会奉仕の精神
動を行う を養う体験が得られるような活動を行う
(学校行事／勤労生産・ (生徒会活動)

学習指導 奉仕的行事) 地域の福祉施設や社会教育施設等での
要領解説 飼育栽培活動､校内美 様々なボランティア活動、幼児、高齢

化活動､地域社会の清掃 者、障害のある人々との交流
特別活動編 活動､公共施設の清掃活 (学校行事／勤労生産・奉仕的行事)

動､福祉施設との交流活動 地域社会への協力やボランティア活動
各学校においては、例えば福祉･健康などの横断的･総合的な課

総 則 題などについて､学校の実態に応じた学習活動を行うものとする。
総合的な学習の時間の学習活動を行うに当たっては、自然体験総合的な学習の時間

の取扱い やボランティア活動などの社会体験を積極的に取り入れることに
配慮するものとする
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る。また、特別活動及び総合的な学習の時間においても、社会奉仕の精神を涵養するための体

験として社会貢献の活動が位置付けられている。

これらのことから、社会貢献の活動を通した人権教育の指導について、道徳､特別活動､総合

、 、 。的な学習の時間を中心に 家庭や地域社会との連携を図りながら 授業実践を行うことにした

２ 人権教育を効果的に指導するための方策

(1) 社会貢献の活動

各学校で行われている社会貢献の活動のすべてが人権教育として意識され、実践されている

わけではない。そこで、本研究では、各学校で行われている社会貢献の活動について、人権教

育として位置付ける視点から見直し、人権教育として指導できるようにするための指導計画を

作成することにした。

「人権教育として位置付ける視点」については 「人権教育プログラム （東京都教育委員、 」

会 平成15年３月）に示されている人権教育の目標から、次の３点を設定した。

ア 自他を尊重する態度を育成できる活動であること

イ 偏見や差別の不合理性に気付かせることができる活動であること

ウ 同和問題をはじめ様々な人権課題について理解させることができる活動であること

これらア～ウのいずれかにあてはまるものを、人権教育として位置付けられる社会貢献の活

動とした。

なお、この社会貢献の活動を各学校で効果的に指導するためには、地域社会や家庭との連携

を図ることが必要である。例えば、地域社会との連携については、実際に活動を行う施設との

共通理解を図ることや、地域の自治会や各組織に働きかけたり、協力を得たりすることなどが

必要である。また、家庭との連携を図るためには、事前に活動のねらいについて説明し、保護

者から児童・生徒への直接的な働きかけ等の支援を得ることなどが必要である。

(2) 人権教育の視点

人権教育として位置付けた社会貢献の活動の指導にあたり、児童・生徒が偏見や差別意識を

もたないようにするため、指導計画の作成に際して、より具体的な人権教育の視点の設定と指

導の工夫が求められる。

そこで、より具体的な人権教育の視点として、次のア～オを設定した。

ア 偏見や差別への気付き

イ 様々な人権課題の理解

ウ 相手の立場に立って考える態度

エ 自己実現への意識

オ 人間に対する愛情や信頼感

さらに、実際の指導に当たっては、次のような指導の工夫を行った。

・ 相手の立場に立って考える活動を支える指導計画の作成

・ 児童・生徒の多様な気付きをもたらす学習カードの活用

・ 人権感覚を高めるための教師の適切な助言

・ 児童・生徒の活動を支える保護者への働きかけ
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(3) 関連的な指導

人権教育を効果的に指導するためには、児童・生徒が自らの活動を人権教育の視点から見直

。 、 、す機会を設定することが重要である そこで 教科等との関連を図った指導計画の作成により

児童・生徒が体験活動として行った社会貢献の活動を、様々な角度から見直し、振り返ること

。 、 、ができるようにした 指導計画を作成する際には 関連する教科等の実施時期を連続させたり

同じ時期に指導したりする関連的な指導も重要となる。

また、関連を図るすべての教科等の目標に人権教育の視点を取り入れることが必要である。

言い換えれば、授業実践で実際に社会貢献の活動を位置付けた特別活動や総合的な学習の時間

のねらいはもとより、関連的な指導を行う他の教科等のねらいについても、人権教育の視点を

踏まえたものにするということである。

(4) 振り返りの活動

これまでの人権教育については、人権課題についての知的理解にとどまり、児童・生徒に人

権感覚が十分に身に付いていないなどの課題が指摘されている。そこで、人権教育を効果的に

指導するために、指導計画に、児童・生徒が自らの心の変容について十分に振り返る機会と場

を設定することが必要があると考えた。

この振り返りの活動は、前述した人権教育の視点ア～オを基にして行い、児童・生徒に人権

感覚をより一層身に付けさせることを意図して行うものである。

なお、振り返りの活動を行う場合には以下の２点に配慮することが大切である。

① 心の変容について振り返る。

児童・生徒が実際に社会貢献の活動を行った場合、活動したことだけを振り返るのでは

なくて、児童・生徒が自らの心の変容に気付くように、教師が様々な手だてを工夫する必

要がある。

② 振り返りの活動の内容を学級等で共有する。

それぞれの児童・生徒が振り返った内容について、教師が適切に意義付けや価値付けを

行い、学級全員で共有することが大切である。このような振り返りの活動により、自分が

気付かなかったことについて、他の児童・生徒が気付いたことを基に、発見したり、深め

たりすることができ、多くの児童・生徒に、より効果的に人権尊重の精神を高めることが

できると考えた。

以上の方策を踏まえ、次の章では、総合的な学習の時間を中心に、社会貢献の活動を人権教

育に位置付けた実践事例及び道徳、特別活動を中核とした指導事例を提示する。
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Ⅳ 人権教育に関する実践・指導事例

「 」（ ）１ 実践事例 地域の高齢者福祉施設との交流を通した総合的な学習の時間の指導 小学校第５学年

(1) 単元名

共に生きる できることから始めよう

(2) 単元の目標

○デイサービスセンターの高齢者との触れ合いを通して、高齢者に対する理解を深める。

○自ら進んで高齢者とかかわり、共に楽しむことを考え、主体的に実践しようとする態度を育

てる。

○高齢者に対する思いやりや共に生きていこうとする心をはぐくみ、人権尊重の精神を高める｡

(3) 人権教育を効果的に指導するための方策

① 人権教育としての社会貢献の活動

地域にあるデイサービスセンターの高齢者との交流活動は、人権教育として位置付ける視

点の「ア 自他を尊重する態度を育成できる活動」であり、社会貢献の活動に位置付けるこ

とができる。

② 人権教育の視点に基づいた指導の工夫

○相手の立場に立って考える活動を支える支援計画の作成

相手の立場に立った視点からの項目を設けた個別支援表を作成する。

○学習カードの工夫

「相手の立場に立って考える」という人権教育の視点から、学習カードには「心を配るこ

と」を必ず記入させるようにする。

○人権感覚を高めるための教師の適切な助言

人権教育の視点から、多様な場で個に応じた指導をし、人権感覚を高める。

○施設のスタッフとの交流

施設のスタッフとの交流により、高齢者への理解を深めていく。

○保護者への働きかけ

人権教育に関する保護者の理解と協力を得るために、人権教育のねらいや働きかけにつ

いて説明し、学年便りや保護者会で説明し、家庭との連携を図る。

③ 人権教育を推進する関連的な指導

本単元の目標と関連する道徳「ボランティアクラブに入って（勤労・奉仕 」の目標に人権）

教育の視点を位置付け、関連的な指導の計画を作成した。また、振り返りの活動の学習内容と関

連させて、国語科「交流した高齢者の方にお礼の手紙を書こう」を指導する。

④ 振り返りの活動の効果的な展開

、 「 」心の変容について振り返らせるために 学習カードに振り返る項目として 心を配ること

。 、 、 、を記入させる また 児童が同じ人と継続した交流活動が行えるように 施設と連携を図り

実践にあたる。振り返りの活動の内容を学級で共有し、振り返りの活動の充実を図る。
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(4) 指導計画（総合的な学習の時間 １４時間）

主 な 学 習 活 動 人 権 教 育 の 視 点

○できることを考えよう ◇１学期の総合的な学習の時間を振り返り、地域のために見ふ

デイサービスセンターの高齢者に手紙を書こう 自分ができることを考えるように助言する。つれ

・地域のためにできることを考える。 ◇敬老の日の前に高齢者に届けることを確認するとともにける

・自己紹介の手紙を書く。 自分のことを分かりやすく知らせる手紙を書くように助る

・遊びに行きたいことも伝える。 言する。(１)

○デイサービスセンターで過ごす高齢者の様子を ◇デイサービスセンターの施設長との事前の打ち合わせを見

聞き、交流に向けての見通しを立てよう 十分に行う。通

・高齢者と共に楽しむ交流会や学習のまとめをど ◇高齢者の様子やかかわるときに気を付けることなどにつす

のように行っていくかを考え、学習カードに記 いて、メモをとりながら聞くように助言する。(１)

入する。

○第１回交流活動の準備をしよう ＜準備の時の支援＞

・高齢者と仲良くなるためにどんなことをしたい ◇学習カードには、相手を思いやり、共に生きていこうと

かを考える。 する態度を養うために、心を配ることを記入させる。

（自己紹介・名札作成等）

・高齢者に対して心を配ることを考える。 ＜交流会の時の支援＞

○第１回交流活動をしよう ◇楽しく交流できるようにデイサービスセンターのルール

（高齢者と仲良くなろう） を守らせる。

・高齢者が好きな合唱のプレゼント ◇交流会では、高齢者の様子を見ながら計画を適宜修正し

・自己紹介 ・語り合う等 ていくようにする。追

・高齢者に対して心を配ることを考える。 ◇前半待機する児童は、高齢者とスタッフ、高齢者と友達

○第２回交流活動の準備をしよう のかかわりのよさ等、気付いたことを学習カードに記入究

・高齢者と共に楽しめる遊びを考える。 させる。

・高齢者に対して心を配ることを考える。す

○第２回交流活動をしよう(遊びの会をしよう) ＜交流会後の振り返り時の支援＞

・しりとり ・手遊び ・カルタ ・お手玉 ◇毎回心を配ること等の振り返りをさせる。また、高齢者る

・百人一首 ・トランプ等 に対する尊敬や思いやりの気持ちが表れているものにつ

・高齢者に対して、心を配ることを考える｡ いては学級全体に紹介する。(８)

○第３回交流活動の準備をしよう ◇心に残った言葉や事柄を簡潔な言葉で表し、新聞等での

・心に残る交流会になるように、交流の内容を工 まとめに役立たせる。

夫する。 ◇保護者の感想から、思いや願いをつかみ、それを受け止

・高齢者に対して心を配ることを考える。 めた振り返りをさせる。

○第３回交流活動をしよう(仲良し会を開こう) ◇第３回の交流会は、高齢者の知恵や特技に触れたことへ

・合唱 ・合奏 ・調べたことの発表 の尊敬や感謝の気持ち、また、高齢者を思いやる気持ち

・手遊び ・ぬり絵 ・プレゼント が表れる交流会にする。

・語り合う等

・高齢者に対して心を配ることを考える。

○高齢者との交流を通して、考えたことや学んだ ◇学習カードにメモしてきたことを基に、交流の楽しさやま

ことを自分なりの表現で、まとめよう 高齢者との触れ合い方、共に生きていこうとする気持ち伝と

・交流を通して考えたことや感じたことを基にし 等を保護者に分かるように具体的に書くよう助言する。えめ

て、新聞や巻物等にまとめる。 ◇交流後に、書き留めてきた簡潔な言葉を見出しとして使るる

うとよいことを話す。(３)

○高齢者との交流を通して、考えたことや学んだ ◇自分の思いとの共通点であるのか、友達からの学びであ振

ことを伝え合おう るのかを明確にしてから発表する。生り

・友達の作品を読んで、自分の思いとの共通点とか返

友達の考えや学びのよさを学習カードに書く。する

・考えたことや学んだことを発表し合う。(１)



- 112 -

社会貢献の活動を通して人権尊重の精神をより一層高めるための指導の改善

(5) 指導の実際

① 人権教育として位置付けた社会貢献の活動

○デイサービスセンターとの綿密な連絡

交流中はもとより、事前・事後において、高齢者福祉施設との打ち合わせの場を設け、施設の

期待等を聞くと同時に、学校の指導の意図と内容を的確に伝え、児童にとっても高齢者にとって

も心の通い合う交流になるように配慮した。

交流に際しては、児童の考えた交流内容を事前に施設に連絡した。これら施設との連携は、

児童と高齢者との交流をデイサービスセンターのスタッフが見守り、教師が指導していくために

有効であった。また、電話やファクシミリ、電子メール等の活用により、効率のよい打ち合わせ

ができた。交流後の情報交換では、交流活動における教師とスタッフの反省とともに、デ

イサービスセンターからの帰り道やその後の教室等での児童のつぶやき、学習カードに書かれ

た振り返りの様子、その後の高齢者の様子等を相互に伝え合うことができた。これらの連

携により、交流活動のねらいを達成するための児童への支援に役立てることができた。

② 人権教育としての指導の工夫

○人権教育の視点に基づく教師の適切な助言

学習カードに書かれている言葉や文章の中で、人

権とかかわる内容が見られる場合は、教師がコメン

トを書いたり児童と対話したりすることを通して、

人権感覚が身に付くように指導した。

資料３ 教師のコメントを通した評価

＜感想＞

・デイサービスセンターのスタッフの人が、私がゲー

ムの説明をしているときに、耳の不自由なＣさんに

大きな声で説明していることが素晴らしいと思いま

した。

＜教師のコメントとその意図＞

「説明をしながら、よいことに気付きました。人そ

れぞれに違いがありますね。一緒にゲームを楽しむ

ためには、ルールを理解することが必要です。その

ために、スタッフの人は、Ｃさんが分かりやすいよ

。」 、 。うに声を掛けていたのですね と コメントする

次の交流時にはどのようにゲームの説明等をする

かを尋ね、本時の気付きを次に生かすように促す。

＜心を配ること＞

・高齢者 喜んでくれる会になるように、が

ぬり絵 を手作りし、ぬり絵をする。

＜教師の コメントとその意図＞

「Ｂさ んの願いがかなうといいです。

自分も、 一緒に楽しもうという気持ちで
．．．

交流会 にのぞむと、よい交流ができま

すね。 楽しみましょう 」と、コメ共に 。

ントを書くとともに、交流会中の様子か

ら共に楽しむ姿を賞賛する。相手の喜び

は自分の喜びでもあること、自分の喜び

は相手の喜びでもあることをさりげなく

気付かせるようにする。

、 、 、……高齢者 着物や工作 手芸等でも

素晴らし い作品を作られているの

で驚き ました。……

＜教師 のコメントとその意図＞

「 、でしょうか?」と、コメントをが

書くとともに、児童がどういう思いで

このように表現したのかを尋ね、思い

込みや偏見に気付くよう対話する。

＜児童のつぶやき＞

「Ａさんに、鈴虫の鳴き声を聞かせてあげたいな。スタッフの人に伺い、許可が出たら、

持っていこう 」。

＜児童の気付き＞

聞かせたいという願いと同時に、施設に対する配慮が見られる 「相手の立場に立って考。

える」という具体的な指導の姿である。

資料２ つぶやきに見られる児童の気付き

資料４ 学習カードにおける児童の記述及び教師のコメントとその意図
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○３回の交流活動の意図

交流活動は、一度だけではなく、３回行うように設定した。３回の交流の内容は、高齢者と仲

良くなるという目的意識をもって決めるよう支援するとともに、各回の交流のねらいを明確にし

た。第１回は、相互に理解することを目的とし、自分のことをよく分かってもらえるような自己

紹介や相手のことを尋ね理解する活動とした。第２回は、相互理解を深めることを目的とし、遊

びを教わったり教えたりする活動を通して、楽しみ仲良くなる活動とした。第３回は、仲良し会

を開き、さらに相互理解を深めることを目的とした。発表会とグループ活動を通して触れ合って

きた高齢者と最後の交流を楽しみ、さらに仲良くなる活動とした。交流活動では 「交流の計画を、

しっかり立てる→めあてをもった交流をする→交流についてめあてにそって振り返る」といった

一連の過程を繰り返し行い、具体的なめあてをもち、行動につなげるようにした。

○学習カードの工夫と保護者への働きかけ

学習カードは、思考の流れが分かるように形式を工夫した。そこに、保護者からの言葉や印象

に残っている事柄等を自由に書き込めるようにした。保護者には、共に児童を育てていくことの

大切さとともに、交流の意義やねらいについて、学年便りや保護者会で連絡・説明した。また、

保護者の感想や願い等を学習カードに記入することを依頼した。

第２回交流準備 第２回交流活動 第３回交流準備 第３回交流活動

＜めあて＞ ＜めあて＞ ＜めあて＞ ＜めあて＞
高齢者が楽しく時間を過 楽しくゲームをして、ぼ 心に残る交流会になるよ 最後の交流会なので、心
ごせるように考える。 くたちも高齢者も楽しくな うに、よい意見を出す。 に残る交流にする。

る交流会にする。

●十分達成できた ○十分達成できた ○十分達成できた ●十分達成できた
○達成できた ●達成できた ●達成できた ○達成できた
○あまり達成できなかった ○あまり達成できなかった ○あまり達成できなかった ○あまり達成できなかった
○達成できなかった ○達成できなかった ○達成できなかった ○達成できなかった

歌を歌った時、今日も涙
グループの遊び を流している方がいらし ＜グループの遊び＞ プレゼントを渡したとき

た。しかも、前回と同じ方 ・しりとり に、Ｄさんたちがとても
＜前半＞ が涙を流しており、心を打 ・トランプ 喜んでくれた。そして、
・お手玉のせ たれた。高齢者とともに楽 ＜プレゼント＞ みんなが笑ってくれてい
・カルタ しむという、ぼくたちの気 ・思い出に残る自己紹介 たことがうれしかった。
＜後半＞ 持ちが伝わったのかと思う ＜尋ねること＞
・おはじき と、うれしくなった。 ・私たちに望んでいるこ
・お手玉くずし と 望んでいることは、家族

を大切にして一生懸命に
今日のグループの遊び 勉強してほしいだった。
をした時、Ｄさんたちが ＜心を配ること＞ 頑張って勉強しよう。

＜心を配ること＞ 笑ってくれた。一緒に笑 ・高齢者の方々によく分
高齢者のことを考え いながらやった遊びは、 かるように、はっきり

て、はっきり話し分か いつもより２倍も３倍も とていねいな言葉で話
りやすく説明する。 楽しかった。 す。 最後にグッディ・グッ

・高齢者の方々が笑って バイを歌ったとき､これ
くれるように、楽しい で交流会が終わると思

、 。話題を心がける。 ったら 涙が出てきた
交流会では、まだ、は
きはき話していないので
はっきりと話すように頑 Ｄさんたちが 「また、来、
張る。 ＜伝えたいこと＞ てね 」と言ってくれたので。

次はみんなと一緒に よかった。ぼくは、とても
＜発見したこと＞ 行く最後の交流会なの うれしかった。
・スタッフが、はっきり話 でプレゼントを心を込 はっきりとていねいな言葉

、 。している。 めて一生懸命に作った で お別れの言葉も言えた
・Ｅさんがにこにこ顔だっ こと これからも、はっきり話す
た。 ように心がける。

＜感想＞ ＜感想＞ ＜感想＞ ＜感想＞
高齢者のことを頭におい グループの遊びのときに 高齢者の方々にとっても ぼくは交流会を通して、高、 、
て意見を出し合えた。グル 高齢者の方々を笑わせてあ 自分にとってもいい思い出 齢者の方々のうれしい気持
ープの話し合いが、うまく げられたことが自分なりに になるといいなと思う。頑 ちや楽しい気持ちが分かる
進んでよかった。 よかった。 張りたい。 ようになった。この学習を

もとに多くの高齢者の方々
と知り合いになりたい。

高齢者の方々との交流は、とてもいい経験でしたね。みんなが一生懸命に歌ったり接したりしたから、心が通じたのだと思いま

す。相手の立場に立って、考えたり接したりすることは難しいけれども、素直な気持ちで話したり少し気を配って行動したりすれ

、 。 、 。 、ば 人はみんな分かり合えます 私もこのような施設で ボランティア活動をしたことがあります 最後に涙を流し感謝された時

一緒に泣いてしまいました。皆も今回の交流のことを忘れずに、高齢者の方々を大切に思う気持ちをいつまでももち続けてほしい

と思います。

資料６ 児童が記入した学習カード資料５ 学習カードにおける児童の変容

資料７ 学習カードにおける児童の記述

交流の準備と同時に 「心を配ること」を考、

。「 、 。 、えた 歩く時は ゆっくりと歩く 話す時は

分かりやすくていねいに話す 」等が浮かび上。

がった。第１回より第２回、第３回の方が、す

ぐに考えられた。それは、高齢者の方々と触れ

合って気持ちが分かったからだろう。

資料８ 学習カードに記載された保護者のコメント

交流会準備において、児童が高齢者を念頭に

置きながら を考え、交流会に「心を配ること」

臨むように指導した。児童はこのことを繰り返

すことにより、交流活動での高齢者やスタッフ

の心配りに気付いた。そして、人とかかわると

きに心を配ることの大切さを学んだ。また、そ

れが自分と高齢者との距離を縮めることを実感

した。交流活動の第１回よりも第２回、第３回

になるにつれ、児童は「スタッフの人のように

はっきりとゆっくり話す 「聴覚に障害のある人」

がいたので、しりとりをする時に紙に書いて行

う」等、相手や場に応じた言動が見られるよう

になった。
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資料 児童が制作した新聞１１

○個別支援表の作成

個別支援表を作成し、人権

教育の視点から「他者を尊敬

・尊重する態度」と「高齢者

のために行動する力」を位置

付け、児童の活動の様子を整

理した。この表を基に、児童

一人一人のよさをとらえると

ともに児童の実際の行動につ

ながるような支援を行うこと

ができた。

③ 振り返りの活動

○交流活動時の高齢者の姿からの振り返り

筆をなめらかに動かして書いているＨさんの姿を、児童は

じっと見つめていた。そして 「私もこんなふうに書けるよ、

うになりたい。練習する 」とつぶやいた。自分の生き方に。

つながる場面であった。

○新聞作りの活動による振り

返り

交流活動を通して学んだこ

とや考えたことについて、学

習カードを基に、新聞などの

自分が決めた表現方法でまと

めた。第一回の交流活動でい

ただいた句が児童の心を打っ

た。そして、高齢者の句をま

ねた。児童の作った句に自他

。を尊重する態度が表れていた

資料９ 個別支援表

資料 Ｈさんからの手紙１０

名前 他者を尊敬・尊重する態度 高齢者のために行動する力 その他

Ｆ 高齢者が歌に合わせて 手拍子 スタッフの人が、高齢者の スタッフの、 。

さん 感動の涙。大きな声で一生懸命 耳元で話す 自分も耳元で 人のとっさ。 。

歌おう。 の判断

Ｃさんが分かりやすく質問に応 合唱（感動の涙 心に響き みんな人間

じてくれた。 うれしい）

Ｇ 「プレゼントを大切にします 」 ぬり絵を高齢者の方と二人 みんな心が。

さん の言葉（とてもうれしい） で進めていったことがよい 通じ合える。

スタッフの人がどの人にも優し 自分のおばあちゃんにも心

く丁寧に話す。高齢者に心を配 を配り、気遣いをする。

っているところがいい。
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し

第
一
回
に
は
俳
句
を
、
第
二
回
に

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
に
年

、

、

で
う
れ
し
い
と
思
っ
て

で
、
Ｃ
さ
ん
と
の
思
い

た
。

は
手
紙
を
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い

が
違
っ
て
も

話
を
通
し
て
知
り
合
い

く
だ
さ
っ
て
い
る
の
か

出
に
残
る
物
を
渡
そ
う

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

友
達
に
な
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
笑

と
思
い
、
心
を
込
め
て

や
さ
し
く
、
い
つ
も
笑
顔
で
迎

た
。
ま
た
、
知
り
合
い
で
な
か
っ
た
高

顔
を
見
ら
れ
な
い
方
は

カ
ー
ド
を
書
き
、
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト

え
て
く
だ
さ
る
私
た
ち
の
大
先
輩

齢
者
と
の
交
流
を
通
し
て
、
相
手
の
気

、

一
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

コ
ッ
ト
を
作
り
ま
し

心
が
通
じ
て

は
、
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
方
々

持
ち
を
考
え
て
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

ま
せ
ん
で
し
た
。

た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お

み
な
笑
顔

だ
と
思
い
ま
し
た
。

も
つ
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
誰
に
対
し
て
も
心
配

り
を
し
て
生
活
し
て
い
き
ま
す
。

資料 児童が作った句１２

プ レ ゼ ン ト

心 が 通 じ て

み な 笑 顔

社会貢献の活動を通して人権尊重の精神をより一層高めるための指導の改善
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振り返りの活動として、児童は新聞等

にまとめた作品を読み合い、感想を述べ

合った。相手の状況に配慮した活動をし

たという友達の報告を聞いて、自分もそ

のようにしたいと思うと述べるなど、感

じたことを行動につなげようとする姿が

表れてきた。

○学級全体で共有する振り返り

振り返りの活動では、友達のよさを

学習カードに記入したり、発表したり

するよう助言した。また、気付いたよ

さは直接該当児童に伝え、学び合う姿

勢や認め合う雰囲気を児童がつくり出

していくようにした。

交流活動では、同じ人と繰り返し交

流するように施設と連携したことによ

り、児童は一人の高齢者の思いやりの

心に気付き、自らを振り返っていた。

同じ人と交流することにより、自他を

尊重する態度を深めることができた。

④ 関連的な指導

本単元「共に生きる できることから始めよう」に取り組む前に、地域のために活動し

ている人を取り上げた道徳「ボランティアクラブに入って」を指導した。この授業では、

勤労・奉仕について、児童は自分たちも高齢者のために何かできることがあるのではない

かと考えるなど、社会貢献の活動に対する意欲を喚起することができた。

また、本単元がすべて終わった後に、国語科「交流した高齢者の方にお礼の手紙を書こ

う」を取り上げた。この授業を通して、児童は学習カードにおける心を配ることの記述を

基にして手紙を書いたり、交流の中で高齢者に褒めてもらったことなどへの感謝の気持ち

、 、 。を書いたりするなど 関連的な指導を行うことによって 高齢者への理解が一層深まった

Ｅさんは、素晴らしい人だと思いました。デイホームのＭ

さんが泣いてしまったとき、はじめは何もできなかったけれ

ども、第２回の交流では涙をふくためのティッシュを手渡す

ことができたからです。私だったらとまどってしまって、そ

ういうとっさの判断はできないと思いました。私は、Ｎさん

には思いやりの心があるから、こういうことができたのだと

思いました。私も思いやりの心を忘れずに生活していきたい

と思いました。

高齢者の方に何回も 「どこに住んでいるのですか 」と尋、 。

ねられたときに、Ｊさんは 「△△に住んでいます 」とやさ、 。

しい声で答えていたのがいいなと思いました。聞いていて気

持ちがよかったです。

資料 学び合いの学習カード例１４

＜交流を通して、学んだこと＞

今日の学習は、みんないい意見をたくさん出

していました。色々な話を聞いていると、その

場に応じた判断でいい結果を出していた話があ

りました。これからはぼくも、かかわっている

人が望んでいることを、とっさの判断で行える

ようにしようと思います。

＜めあて＞

友達のよいところを作品からたくさん見

付ける。また、友達の発表を自分と比較し

ながら聞き、自分に生かす。

みんなでしりとり遊びをしようと決まったときに、Ｋさん

が紙に言葉を書いて見やすいところに置いていました。耳の

不自由なＬさんのことをしっかりと考えると、そういうこと

もできるのだと思いました。私はこれからは、もっと相手の

立場に立って深く考え、行動していきたいと思いました。Ｋ

さんは、本当に素晴らしいと思いました。

資料 学習カード１３

名前 自分の思いとの共通点 素晴らしい考え・学び

うれしかったこと「みんな 手作り風船の遊びでと
の心～メッセージ～デイホー ても仲良くなったというI

さん ムに届く」を小見出しに入れ ことから、ちょっとした
ているのがよい。 触れ合いをしていくと仲
高齢者を「高齢者の方々」 良くなれると思った。

と記入した方がもっといいと
思う。

＜友達の発表を聞いて、気付いたことをメモしよう＞
高齢者の方々と仲良くなれたのは、心を配ることができ

たからだと思った。
スタッフ→耳のそばで話す。高齢者の方々は、笑顔にな

った。
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２ 指導事例１ 「道徳の時間を効果的に生かした社会貢献の活動 （小学校第６学年）」

(1) 中心となる教科等・主題名

道徳 ２－（５） 尊敬・感謝

(2) 単元の目標

○多くの人々の支えによって、日々の生活が成り立ち、そのなかで自らが生きていることに

気付く。

○多くの人々の支えに感謝し､自分には何ができるかを考え､実践していこうとする態度を養う｡

(3) 人権教育を効果的に指導するための方策

① 社会貢献の活動

道徳との関連的な指導を行った総合的な学習の時間では、人権教育として位置付ける視

点の「ア 自他を尊重する態度を育成する活動」に焦点をあて、地域に住む高齢者との交

流及び地域清掃活動を人権教育として位置付けた社会貢献の活動として設定する。

② 人権教育の視点

○相手の立場に立って考える態度（人権教育の視点 ウ）

○自己実現への意識 （人権教育の視点 エ）

○人間に対する愛情や信頼感 （人権教育の視点 オ）

③ 関連的な指導

道徳の時間の指導で期待される意識の変容を総合的な学習の時間に生かすため、道徳と

総合的な学習の時間を関連させて指導する。総合的な学習の時間の活動と並行して、道徳

の時間の指導を行い、道徳で期待される社会貢献の活動に対する実践意欲を総合的な学習

の時間に生かすようにする。

④ 振り返りの活動

○振り返りの活動の内容を学級で共有する

道徳の時間においては、総合的な学習の時間での社会貢献の活動を踏まえながら、資料

を通して相手の立場に立って考える態度について考えるとともに、社会貢献の活動につい

ての振り返りの活動の内容を共有することにより、道徳的価値を身に付けていく。このこ

とにより、実践意欲が高まり、社会貢献の活動もより質の高いものになっていく。

○心の変容について振り返る

高齢者とのかかわりを通して、学習カードや作文等で、自己の高齢者に対する意識を振

り返り、心の変容を振り返ることにより、自他を尊重する態度が育成される。

資料 振り返りの活動における児童の学習シート等記入内容例、教師のコメント例、教師の願い１５

児童の学習活動での記述 教師のコメント例 教師の願い
・一緒に将棋をしました。いろいろな手を知って ・自分が知らないことをたくさん知っ ・一人の人間を大切にすることが総合的な
いてすごいなと思いました。 ていますね。 人権を尊重できる社会の構築へ学習の

・私が、｢お元気ですか｣と声をかけると、とても ・自分から声をかけるということは素 の第一歩であることに気付か時 間
うれしそうに返事をしてくださいました。 晴らしいことです。 せたい。

・今までの社会を支えてきてくれた高齢者の方に ・これからも高齢者の方から多くのこ ・相手を尊敬し感謝すること
感謝の気持ちをもつ大切さを学びました。 とを学んでいきたいですね。 の素晴らしさを実感させた

・長年、苦労しながら生きてきた様子を聞いて、 ・生きてきた年数が違うと、やはり多 い。道 徳
とても感動しました。 くのことを経験されていますね ・自分にもできることがある

・何事にも、自分だけではなく、他の人のことも ・その気持ちを忘れずに、自分には何 ということに気付かせたい｡
考えて生きていきたいと思います。 ができるのかを考えていこう。
・Ｏさんと意見が違うときがあったけれども、Ｏ ・話し合って物事を解決することは難 ・自分ができることに自信をもっ
さんのよさも考えながら活動できました。 しいけれども、大切なことですね。 て取り組むことが人権を尊重す総合的な
・手遊び歌を教えてくださったPさんと出会えたこ ・グループで考えた真心からの手遊び ることにつながるということに学習の
とが、本当にうれしいです。 歌も喜んでいただけましたね。 気付かせ、更なる実践へとつな時 間

げたい。
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(4) 指導計画（道徳 １時間、 総合的な学習の時間 １８時間）

（ 〕内は、人権教育の視点）教科等 主 な 学 習 活 動 人権教育の視点に基づいた留意点 〔

○高齢者の会合に参加する。 ◇高齢者のもつ知識や知恵、技術などの素晴らしさについ総

・地域社会に生きる高齢者のことを理解するために て気付かせる 〔ｵ〕合 。

参加する。 ・会合への参加にあたって、注意すべきことを事前に指導的

する。な

・高齢者の方々の親睦会の責任者と打ち合わせを十分に行学

○高齢者と地域清掃活動をする。 う。習

・高齢者と共に地域の公園の清掃を行う。 ◇高齢者の気持ちを考えながら活動させる 〔ｳ〕の 。

・親睦会との事前の打ち合わせを十分に行う。時

○地域清掃活動について振り返り、今後の活動につ ◇振り返りの活動として、学習カードに心の動きを記入さ間

いて考える。 → 学習カード せる。(5)

◇高齢者の感想からこれまでの活動を想起させ、資料への導入

○地域清掃活動や交流でかかわった高齢者からの感 導入を行う。

想を聞く。 ◇資料を通して、高齢者の立場や思いを考えさせる 〔ｳ〕。

◇高齢者への尊敬の念や感謝の気持ちについて話し合える展開

○教師による資料の朗読を聞き、話し合う。 時間を十分に確保する。道

○これからの自分自身の生き方を考える。 ◇これから、高齢者をはじめ様々な人々に自分がどのよう

→ ワークシート にかかわっていくかについて、今までの活動や道徳の資徳

これからあなたはどのように生きていこうと 料を通した話し合いから考えさせる 〔ｵ〕。

( ) 思いますか。 ◇一人一人の意識を把握し、充実した話し合いを進めるよ1
うにする 〔ｳ〕。

◇一人一人の意見を十分に尊重する 〔ｳ〕終末 。

○地域の人の話を聞く。 ◇清掃活動で協力を依頼した方をゲストティーチャーとし

て招く。

○今までの学習を振り返り、自分たちがやってみた ◇道徳の時間で培った実践意欲を総合的な学習の時間に生

い高齢者との交流を考える。 → 学習カード かすようにさせる。

○課題別グループで活動する。 ◇どんな活動が自分にでき、また高齢者にとってどんなこ

・昔話のリサーチグループ とが必要なのかを考えさせる。総

・楽しい話題と手遊び歌グループ ◇高齢者の立場を考えさせ、相手が本当に喜ぶことが何か合

・手紙・小物プレゼントグループ等 ということを中心に話し合わせる 〔ｳ〕的 。

な

○高齢者とのかかわりを振り返り、高齢者に対する ◇自ら主体的に活動させ、友達と協力させる 〔ｵ〕学 。

作文を書く。尊敬や感謝の気持ちを深める。 ◇相手が喜ぶことが、自分の喜びになるということに気付習

→ 作文 くようにする。の

○一人一人の意識に沿って、これから高齢者とどの ◇高齢者との交流を通して学んだことを伝え合い、高齢者時

ようにかかわっていけばよいかを話し合う。 を大切にし、すべての人が共に支え合い生きていくよう間

にさせる 〔ｴ〕(13) 。

○話し合いを基にして、高齢者とかかわる自分の計 ◇保護者への働きかけを行い、児童の計画を生活のなかで

画を立てる。 生かせるように依頼する。

◇自分の立てた計画の実施により、自己実現を図るよう支

援する 〔ｵ〕。
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３ 指導事例２ 「長期間にわたって地域の施設と連携した指導 （小学校第４学年）」

(1) 中心となる教科等・単元名

特別活動 「みんなが喜ぶ祭りの店にしよう」

(2) 単元の目標

○学級集団としての具体的な活動の中で、相手の立場になって自分たちにできることは何か

を考え、話し合い、自主的・実践的な態度をはぐくむことができる。

○高齢者や障害のある人とかかわりあうなかで、偏見や差別のない社会の実現に向けて、よ

りよい生活を築こうとすることができる。

(3) 人権教育を効果的に指導するための方策

① 社会貢献の活動

地域の高齢者福祉施設や養護学校と連携を図り、高齢者や養護学校の友達との交流を人

、 。 、権教育としての社会貢献の活動と位置付け 総合的な学習の時間で実践した この活動は

高齢者や障害者について理解できる活動であることから人権教育として位置付けた。

② 人権教育の視点

○偏見や差別への気付き （人権教育の視点 ア）

○様々な人権課題の理解 （人権教育の視点 イ）

○相手の立場に立って考える態度（人権教育の視点 ウ）

○人間に対する愛情や信頼感 （人権教育の視点 オ）

③ 関連的な指導

「 （ ）」総合的な学習の時間 自分たちにできることをみつけよう 高齢者福祉施設との交流

において、児童一人一人が高齢者のためにできることを考える。さらに、総合的な学習の

時間での学習の発展として、友達と協力して活動する学級活動及び学校行事を通して、自

らの活動について振り返る。

④ 振り返りの活動

高齢者福祉施設との交流活動の際には、施設の協力のもと、児童が同じ人とかかわり、

継続的な振り返りの活動を行うようにする。そのことで、児童と高齢者の間に人間関係が

構築され､児童は高齢者を一般的にとらえるのではなく､個人としてとらえるようになる｡

また、本事例の実践中だけでなく、日常の教育活動においても振り返りの活動を行う。

資料 振り返りの活動における児童の学習シート等記入内容例、教師のコメント例、教師の願い１６

児童の学習活動での記述 教師のコメント例 教師の願い

・Ｑさんは感動して泣いていました。高齢者の方 ・友達と協力して一生懸命やったかい ・人のために行う活動が相手
々は私たちのしたことをとても喜んでくれまし がありましたね。 を喜ばせることにつながる
た。 ・相手の立場で考え行動することがで ことを実感させたい。総合的な

・友達のＲさんが、話を聞き取りづらそうにし きて素晴らしいですね。今度は自分 ・話し合いの中で友達のよさ学習の
ていたＱさんのそばで一言一言はっきり話して から進んで行動してください。 から学ばせたい。時 間
いました。今度は私もそうできるようになりた
いと思います。

・自分たちの店に来てくれるお客さんに喜んでも ・自分たちが一生懸命になって作った ・高齢者との交流を生かして
らえるように、分かりやすく説明したり、分か 店にたくさんの人が来てくれるよう 相手の立場を考えさせたい｡
らない時はやってみせたりしたい。 に工夫していきましょう。 ・自分にできることを考え、

・車いすで来る人には、入り口の段差で手伝った ・一人一人を大切にして、お客さんが 実践する力を身に付けさせ学級活動
り、目の不自由な人には、点字で店の説明を用 「祭りに来てよかった」と思える店 たい。
意したりして、その人に合った対応をしていき になるといいですね。
たい。

・養護学校のＳさんが店に来てくれた。自分が親 ・Ｓさんはとても喜んでいましたね。 ・人の喜びは自分の喜びでも
切にしたことを「ありがとう」と言って、感謝 人のうれしそうな顔を見て 「よか あることを実感させたい。、
されたことは、本当にうれしかった。 った」と感激したことでしょう。 ・人の役に立てるうれしさを学校行事
・デイサービスセンターのＳさんに自分から話し ・困っている人に、自分から進んでて 感じとってほしい。
かけて、絵地図を使って店の案内をすることが いねいな言葉で説明できたね。これ
できた。 からもいろいろな人に親切にしよう｡
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(4) 指導計画 総合的な学習の時間 ２０時間 学級活動 １時間 学校行事 １時間)（ 、 、

(〔〕内は人権教育の視点)教科等 主 な 学 習 活 動 人権教育の視点に基づいた留意点

○高齢者福祉施設との交流について知る。 ◇高齢者福祉施設との交流について関心・意

・交流について見通しをもつ。 欲を高める 〔ｲ〕。

○高齢者福祉施設を訪問する。 ◇高齢者の身体の状況、健康状態について児

・訪問グループをつくり、自分たちにできそう 童に理解させる 〔ｲ〕。

なことを考え、計画を立て、訪問する。

○交流会ですることを話し合い、課題を決め、 ◇交流会の目的をはっきりさせ、高齢者と一

係分担し、準備をする。 緒に楽しむ会となるように配慮する。総
◇高齢者の送り迎えなど保護者の協力を得合
て、連携を図りながら活動を進める。的 〔楽しい交流会をしよう〕

○高齢者とゲームをしたり、合唱･合奏を披露し ◇一人の高齢者とじっくりとかかわり、相手一 な
たりする。 のよさを感じ取れるようにする 〔ｳ〕学 。

◇高齢者からも交流会についての感想を聞く学 習 ○かかわった高齢者について振り返り、学習カ

機会を設ける。〔ｲ〕の ードに記入する。

◇体験後すぐに行い、高齢者に対して自分た期 時
ちができたことを学級で共有する。間 〔交流会を振り返り、自分ができることを考え

◇一人の高齢者について振り返り、様々な人(20) よう〕

の思いや考えがあることに気付くようにす○交流会での高齢者に対する自分や友達の思い

る 〔ｳ〕やりの行動について発表し、学級全体で話し合 。

◇高齢者の立場で考え行動できたことを話しう。話し合ったことを基に学習シートを書く。

・ 合わせ、確かめさせる 〔ｳ〕しようと思ったけれども、実際にできなかったこと 。

・ ◇偏見や差別的な発言・記述については個別次回はこうしようと思うこと

・ に指導する 〔ｱ〕こんなこ と を学んだと思 う こ と 。

・これから自分がすること

学級集団として、具体的な活動のなかで様々〔みんなが喜ぶ祭りの店にしよう〕 ◇

○「祭りの店」で、みんなに喜んでもらえる接 な人への対応を考え話し合わせ、自主的・実

客の仕方と店の工夫について話し合う。 践的な態度をはぐくむ 〔ｳ〕。

・どんな人が来客するのか。学
。級 ・来客する人に応じてどのように活動するのか

（高齢者、車いすで来る人、視覚に障害のあ特 活
る人、困っている人などの対応を考える ）動 。

○発表したことについて話し合う。 ◇相手に対する「特別視 「同情 「優越感」二 別 」 」

・学級全体で考えた接客の仕方や店の工夫が相 に配慮しながら話し合いを進めさせる 〔ｵ〕。

手にとって本当にうれしいことなのか。学 活
○話し合ったことを基に学習シートに書く

期 動
◇望ましい集団生活を目指して、自他ともに〔祭りがやってきた〕

○各学級での手作りの店を開き、活動する。 尊重し、学級や学校の生活の充実と向上を(2) 学
○相手の気持ちを考え接客する。 図り、健全な生活態度をはぐくむ 〔ｳ〕校 。

・校内の友達 ・高齢者 ・養護学校の友達行
・地域の人 ・保護者等事
○祭りについて個々に振り返り、学級全体で話

し合う。

〔日常的な振り返り〕日
○個々の活動を日常的に振り返り 発表し合い ◇日常の学習や生活のなかで、人のためにで常 、 、

情報交換する。 きたことについて情報交換させるようにすの
る 〔ｵ〕教 。

○掲示板に貼り、互いの思いを共有し合う。 ◇情報交換を通して共に学び合うなかで、様育
々な偏見や差別に気付くようにする 〔ｱ〕活 。

動
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Ⅴ 研究のまとめ

１ 研究の成果

本研究では、学校において実践されている社会貢献の活動に焦点をあて、人権教育を効果的

に指導するための方策を追究した。本研究の成果として、児童・生徒に人権尊重の精神をより

一層高めるためには、以下の点について工夫することが大切であることが明らかとなった。

第一は、視点を明確にするということである。社会貢献の活動を人権教育として位置付ける

ための３つの視点や、指導計画に位置付けた具体的な人権教育の視点により、教師は指導計画

全体のなかで、児童・生徒に対してより一層人権尊重の精神を高めるための指導を行うことが

できた。

第二は、適切に振り返りの活動を行うことである。振り返りの活動は必要に応じて適宜行う

ことが必要であるとともに、他教科等との関連的な指導を図るなど、多様な機会と場を設ける

ことが大切である。こうした振り返りの活動を通して、児童・生徒が自らの心の変容に気付く

とともに、児童・生徒相互の思いや考えを共有することができた。

また、これらの指導を効果的に行うためには、様々な教師の配慮が必要であることも実践し

たなかから明らかとなった。とりわけ、児童・生徒の人権にかかわる気付きをはぐくむために

は、教師の優れた人権感覚に基づく指導や、実際の行動につながるような支援をすることが必

要である。

児童・生徒が社会貢献の活動を通して、様々な人と触れ合い、人権を意識することは、同和

問題をはじめ様々な人権課題に対する正しい理解と認識につながるものと考える。

２ 今後の課題

本研究で追究した人権教育を効果的に指導する方策について、今後、他校種における実践事

例の展開により検証し、人権尊重の精神を高めるための指導の方策を充実させることが必要で

ある。

また、日常の生活のなかから、人権教育の視点を踏まえた学習を展開するためには、これま

で以上に教師の人権感覚の向上や同和問題をはじめ様々な人権課題についての正しい理解と認

識が必要である。したがって、今後も、東京都教職員研修センターにおいて、選択課題研修等

における人権教育を一層推進するとともに、各学校における校内研修においても、人権教育に

ついての取組みを推進する必要がある。


